
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

平成２７年５月１９日（火）島根県土地改良会館大会議 

室において、平成２７年度第１回島根県農地・水・環境保 

全協議会通常総会が開催されました。 

  

総会には、県内市町村、県、県土連等２３名（内委任状５名、総数２３名）が出席し、

山碕会長（飯南町長）挨拶後、松田隠岐の島町長が議長に選任され、議事に入りました。 

 議事では、まず島根県農林水産部農村整備課中藤課長から、本年度から多面的機能支払

が法制化されたことに伴い、次の通り報告がありました。 

 

① 今年度、多面的機能支払制度が法制化されたことに伴い、昨年度まで交付事務等含め

要綱上の事業実施主体であった県協議会が、県、市町村、活動組織の支援組織として

位置づけられ、その設置は県の判断となっている。 

② 市町村の意向として、これまでどおり制度の推進や活動組織の助言等、市町村事務の

負担軽減のため、協議会が必要との意見が大勢である。 

③ 県としても、過去の実績等を踏まえ、活動組織への指導等を担ってきた県協議会の役

割は非常に大きいことから、市町村と協議し「多面的機能支払の実施に関する基本方

針」を定め、推進組織として県協議会を位置づけた。 

④ 平成２７年度予算について、国予算が昨年同額で措置されているため、継続地区は昨

年度と同額が確保される。一方、本年度から新規に取り組む組織については、新たな

要望活動全て満足することは厳しい状況であるため、新たな活動に安心して取り組め

るよう、県協議会と共に国に強く要望していく考えである。 

この報告を受けて、協議会規約の全面改正、２６年度事業報告・会計決算、２７年度事

業計画・会計予算について審議され、満場一致で全議案が承認可決されました。 

協議会としましても、活動組織の良き相談相手として、そして新たな取り組みへの積極

的支援を通じて、法制化された多面的機能支払制度が、農村地域での共同活動の下支えと

なり、共同活動のすそ野が非農家も含めた農村社会に広く浸透、定着し、持続可能な農村

地域として次世代に引き継げるよう努力してまいります。 

 

～推進組織として、県協議会が再出発～ 



 

 

 

 

 

 

私たちの地域は、宍道湖北側で島根半島のほぼ中間に位置する湖北地域と呼ばれ、朝日山の南側に

開ける田園地帯です。雨が降った後は、川に水が勢いよく流れ出し、山に浸透した雨水が時間をかけ

湧き出してくるような水に恵まれた場所ではありません。普段の川の流れは、チョロチョロ状態で農

地は傾斜地に開けた地域です。このため昔からため池を利用した水稲農家がほとんどで、ため池は水

稲を生業とする農業では重要なものです。 

しかし、現在では約３０ha ある水田の２／３を他地区からの入作農家に耕作依頼していて、水田所

有者のほとんどがため池の重要性を感じていないのが現実です。したがって、自ずと点検修理がなお

ざりになり、ため池の機能が弱体化し、危険ため池に近い状態のものが多く見られます。今般、市役

所に廃池の届けを提出したものが一箇所、県単事業で修理中のため池が一箇所、他にも、底樋の開樋

が不能、漏水や余水吐に不具合があるため池等問題を抱えるため池が数箇所あります。 

ここで紹介するため池は、底樋の開樋不能及び漏水箇所が多数

あるものです。ため池を管理する水利組合及び受益者が力を合

わせ、本格的な修理をするまでの応急処置として取り組みまし

た。 

まず手始めに、水土里ネット島根に相談し、どうしたらいい

か、簡単に漏水箇所を見つけられるか、安価で我々でもできる

簡単な修理方法について教えていただきました。 

その方法が次のとおりです。 

１ まず、池の水をできる限り抜き、水位を下げてみる。堤体の外側に漏れがあるか確認する。（水を

抜いた時点で漏れがあれば、その水位より下に漏水箇所があるのがわかる。） 

２ 専用の金棒を堤体に突き刺してみる。堤体に漏れがある場合、体重をかけただけで１メートル近

く金棒が刺さる。このことで容易に漏れの箇所を発見できる。この作業を入念に行い、漏れのある

個所をすべて把握する。 

３ 漏れがある箇所の軟弱な土を少し多めに取り、硬く締まった状態の部分のみとする。 

 （コンクリート等で過去に修理した部分は、撤去してしまう。） 

  堤体の土と異質のものが存在すれば、そこから更に漏れ出す原因となる。 

４ 堤体の土と同質の土を探して、軟弱な土を取り去った部分に盛り土をする。ランマー等を使い、

盛り土した周囲から填圧、地固めする。もともとある堤体の土と、盛り土した土をなじませること

が、肝心である。（ここが重要） 

 

活動事例紹介 



 

 

以上の作業を行い、今春は漏水が解消し思った以上の効果がありました。 

 最近、農業を取り巻く諸問題（農産物関税撤廃で揺れる）が山積する中、稲作に魅力を感じなくな

っていますが、ため池は、防火用水などの多面的機能を持つものであり、苦労して先達が残してくれ

た財産を次の世代に受け継ぎたいと思います。 

 “やれることは、やる。できることから、やる。”の考えで楽しく作業を進めるのが本望です。 

 多面的機能支払交付金制度を活用して、ため池をはじめとする農地等の保全管理を、進めていこう

と皆で話し合っています。 

 

 

 

 

 

４月３０日、５月１日に東･西部の会場において島根県主催の平成 

２７年度多面的機能支払交付金市町村担当者会議が開催されました。 

 会議では、年間スケジュール、法制化後における県、市町村、推進組

織（県協議会）の役割分担、農政局が行う抽出検査、実施状況報告に

係る留意事項について説明があり、その後質疑応答が行われました。 

●年間スケジュール 

４月～  ６月 事業計画書の提出（詳細については市町村へお問い合わせください。） 

７月～１１月 平成２６年度実施状況確認及び平成２７年度相談会 

９月～１２月 中国四国農政局抽出検査（農地維持、資源向上（共同）、資源向上（長寿命化）） 

※協議会主催の事務研修及び技術研修については、今年度も実施する予定です。開催時期、研修内容

等は決まり次第ネットワーク通信でお知らせします。 

水位を下げる 排水作業 軟弱土撤去 

泥の採取 泥の搬入・盛り土 ランマーによる填圧 



 

 

～多面的機能支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ     Tel 0852-22-6262 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

ようこそ相談室へ 

 

先月号でお知らせしましたが、今年度から協議会に相談員を配置しました。「事務の取りまとめ方法

を具体的に教えて。」「補修方法を現地で教えて。」「集落へ来て皆に制度などを説明してほしい。」な

ど何でも構いませんのでお申し付けください。 

地元や現地へも出かけますので、遠慮なく下記へお電話願います。 

（水土里ネット島根 資源保全担当 ０８５２－３２－４１４１） 

さて、今月号からは“ようこそ相談室へ”のコーナーを設けました。 

皆さんの疑問・質問にお答えする形式です。どしどし質問をお寄せください。 

Ｑ 草刈りや直営工事のため、交付金でヘルメットを購入し

ていいですか？ 

Ａ 作業は常に「安全第一」を心がけてください。そのため

に、地域で話し合われヘルメット・スパイク付き長靴・安全

ベスト・作業用手袋等を購入できます。(購入された備品

は、備品管理台帳に整理しておいてください。) 

 万が一のため、傷害保険等に加入しておきましょう。 

これから、暑い時期の作業となります。 

こまめに休憩や水分補給 を取って、熱中症対策を十分に 

行ってください。 

★今月の予定★ 

６月７日（日） 
ルーラル・ミーティング in しまね（Ｈ２７）（出雲市平田町 平田文化館） 
「食料自給力の確保に向けて（条件整備から考える）」 

 

 活動事例募集中！ 

あなたの組織の活動をネットワーク通信で紹介してみませんか。組織の紹介でも構いません。「原稿を書くのはどう
も・・・」と思われれば、お話を伺ってこちらで記事をまとめます。 

「ウチの活動を紹介してみよう」と思われる方は、まずはお気軽にお電話ください。 

TEL（0852）32-4141、メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp  水土里ネット島根「ネットワーク通信」係まで 

防護帽 

～担当者の声～ 

活動組織の皆さん、こんにちは、日頃の取り組みご苦労様です。 

4 月から島根県農村整備課で多面的機能支払の担当となりました杉谷です。よろしくお願いします。 

今後、相談会などで県内の活動組織の皆さんにお会いできることがあると思います。皆さんのお話を伺い少

しでもお力になれればと考えていますので、その時にはよろしくお願いします。 

稗原地区環境保全協議会 

（出雲市） 


